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研究成果の概要（和文）：本研究は、研究代表者が長年進めてきた国際移民・国際労働力移動と

近年取り組んでいる比較制度分析研究の結節点で、経済のグローバル化に共進行する移民制度

の変容と国内政治との関連を研究した。モノ・カネ・ヒトが国境を越えるグローバル時代の成

立と、そのもとで進行する労働者階級の移動・越境に注目し、既存の概念の変容と新しい課題

を実証的な国際比較と制度連関から考察した。 
 
研究成果の概要（英文）：This research focused on the international migration systems which 
bring Brazilian workers to Japan and the globalization of international politics, at the 
cross of the long studies of institutional theory. It treated the transformation of goods, 
money and individuals as the formation of global age under the cross border of people. 
We need the reexamination of principle concepts of international migrant study, nation 
state, civil society and public sphere in comparative and institutional perspectives.   
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１．研究開始当初の背景 

 本研究は、1990 年代のラテンアメリカと日

本の間の労働力移動の問題を世に問うた梶

田孝道・丹野清人・樋口直人、2005、『顔の

見えない定住化』名古屋大学出版会で得られ

た知見を、2000年代に入った新しいグローバ

ル化の状況において、何が変わって、何が変

わらないものであるのかを探求しようとし
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て企画した研究である。研究代表者が注目し

たのは、ラテンアメリカで日本へデカセギ就

労に行く者を集めている日系旅行社であっ

た。 

 申請が日系旅行社に注目したのは、デカセ

ギ労働者個人個人が、日本へのデカセギを繰

り返すことによって、デカセギ就労の目的や

生活態度を変えてきたことは多くの研究で

明らかにされていたが、旅行社は数多くのデ

カセギ者とつきあうことから、デカセギ者全

体がどのように変化しているのかについて

の鳥瞰図をそれぞれの業者がもっているこ

とが予想され、多くの変化するデカセギ者と

接点をもっている日系旅行社自体が全体の

変化に合わせて営業形態を変化させている

と想定できたからであった。 

 

 

２．研究の目的 

(1)本研究は、研究代表者が長年進めてきた

国際労働力移動研究と、近年取り組んでいる

比較制度分析の結節点に位置する。 

(2)経済のグローバル化と共進行する移民制

度の変容と、外国人に対する政治や国民であ

る日本人との線引きをめぐる国内政治、がど

のように再定義されるのかを研究する。 

(3)とりわけ越境と労働市場の脱国家化の動

きに注目して、「国籍」「労働者」「国民」「外

国人」等の既存の概念がどのような変容をこ

うむり、どのような新しい課題を生み出すか、

どのような新しい枠組みと発想・方法・概念

を必要とするかを、実証的に考察した。 

 

３．研究の方法 

(1)本研究は、比較制度分析、とりわけ歴史

的制度論の方法を活用する。 

(2)研究代表者が本研究を実施中に、リーマ

ン・ショックによる世界金融・経済恐慌も経

験し、その後の世界同時不況はその前と後で

ラテンアメリカでの労働力募集の仕組みに

大きな変化をもたらし、比較制度分析は極め

て有効に機能することになった。 

(3)ラテンアメリカ現地におけるリクルーテ

ィングシステムとしての日系旅行社だけで

なく、日本就労帰還者が不動産等を買う際に

利用される日系不動産会社との連携を調べ

ることで、資金を稼ぐ場所としての日本と稼

いだ資金を投資する場所としてのラテンア

メリカの関係を吟味することにより、デカセ

ギによる資本蓄積の一端を明らかにしよう

とした。 

 

４．研究成果 

 旅行会社の変容については、丹野清人、

2006、「総合デカセギ業の誕生」『大原社会問

題研究所雑誌』573 号において、先ず日系旅

行社の老舗と呼ばれる大手２社（この２社が

これまでの日本就労のビジネスモデルを作

ってきた）の 1982 から 1983 年の営業開始期

から 2005 年までの変化を、比較制度分析を

用いて分析することで、日系人労働者の労働

市場の変容を理解できることをモデルとし

て先ず提示した。この論文は、筆者の単著で

ある『越境する雇用システムと外国人労働

者』（2007）東京大学出版会に、リライトし

て採録した。 

 研究代表者は本研究期間中に、ブラジル国

サンパウロ州サンパウロ市、モジダスクルー

ゼス市、スザーノ市、サントス市、同国パラ

ナ州クリチバ市、イグアス市、ロンドリーナ

市、マッドグロッソスル州カンポグランジ市、

アルゼンチン国ミシオネス州プエルトイグ

アス市に所在する日系旅行社 97 社に聞き取

り調査を行い、現地における旅行業の盛衰と

経営形態の変化をつぶさに聞き歩いた。また、

ブラジル国サンパウロ州サンパウロ市、モジ



 

 

ダスクルーゼス市、スザーノ市では、日系不

動産８社にも聞き取り調査を行い、デカセギ

就労が始まってから現在に至る日本就労者

の不動産投資状況と日本就労者の不動産投

資によって地域の不動産市場がどのように

変化したのかを聞き取ってきた。 

 調査期間中にリーマンショックがおき、そ

の後世界同時不況に入ることになって日系

人労働者のリクルーティングにも大きな変

化が始まった。研究代表者はいち早くこの変

化に気づいていたこともあって、丹野清人、

2009「完成雇用不安と外国人労働者」『寄せ

場』22 号および丹野清人、2009、「外国人労

働者問題の根源はどこにあるのか」『日本労

働研究雑誌』587 号に発表し、日本の工場の

需要がどのような変化を引き起こしている

のかを明らかにした。この世界同時不況下に

おける日系人の問題については、2010 年夏に

公刊される Japan Labor Review において

Economic Crisis and Foreign Workers in 

Japan のタイトルのもと英文論文としても公

刊される。 

 総合デカセギ業の既に言及した 2006 年論

文に発表した以後の変化については、丹野清

人、2009、「総合デカセギ業に包み込まれる

ブラジル人の労働市場」『都市問題』100 巻３

号において、これまでのブラジル内でのデカ

セギ帰還者に対するサービス業から、日本に

滞在する滞日世帯への教育サービス、住宅ロ

ーンサービス、保険サービスと多岐にわたる

生活産業へと転換し始めていることを明ら

かにし、デカセギの構造化がさらに進んでき

ていることを明らかにした。 
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